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部門連関バランスと社会的生産物

野津 E 徳

まえがき

1920年代に開始吉れ， 1930年代以降巾断されていた部門連関バラ γ ス

{~emOTpac~eBoñ 6aEa田，以下連関パランスと略記〉の研究わは， 1950年代後半よ

り復活し，とくに 1957年よりソ連ゴスプラン附属経済研究所と科学アカデミ

ー数理経済研究所壱中心に，パラ γ ス作成の方法上の諸問題や社会主義経済の

現実への実験的適用の試みが，社会主義国特有の組織的努力によって急涯に進

んでいるわ。 連関パランス再評価の方向は， 19例年4月ソ連科学アカデミー主

催「経済研究と計画化における数字的方法の適用にかんする学術会議Jの開催

によって確定的なものとなれその後ソ連中央統計局壱中心として 1959年報

告パラ:/̂  (価額表示，現物表示，労働単位表示)， 1962年計画バランス(価額表
示)が作成され，各地の地域連関パラソスの研究も行われている九現在ソ連で

は1970年計画パランスの作成が試みられているぺ

1) 部門通関バラゾス附兜の歴史につい引は， E.JI. BaHpa;n;JI孔'耳目(jTOpUs1悶 B岡田町TOfJ;OlIO
rH岡田明加田 M8AOTpaClIeBhl玄 CBJIge量BOGCP"， BOrzpocbl cmamucmu市 Cl(O(1M8modollOZlUl， 
1964， CTp. 193-240，を参照。
2) A. H. EitllMOB..JI. H. Beppllωe)l;.) ， Memodbl n.llaH叩'"叫!l.MeJ/Cηmpσ'c.!Ieaux np帥 'p附 u，
1965， C哩P B 
.3) 1959年パヲンスを中む左する部門連関バランスの概観としてj 岡稔宮鍋崎高須賀義博 関
恒義j 調査社会主義諸国の摩業連関パランス 「経済研究」館14巻第 3号I 昭和"宇7月，が
ある。また部門連関パラソスにかんする文献目操として，E.B.Ba国aHOBa.Bonpocbl cooepli1eH." 
cmeooaH，UJl py向QIJOdCm8GHapodltbl.M .x03Jlticm8oM U n./laHUp08anUJl. flpUMeH.8ltUe Mame，uamu-
弔ec/CuxJtemodOB 8 n.llUIiUp06aHua u aKOHOMU'leCKUX pac田 max. YKa3amellb J/.u"!epamyp払

19叩-1962，1964; B. B. EOCCOB. " 06aop pa6oT， IIOC田町田HhlXM8.JKOTpaCJIeBOMy 6岨阻町
a/iOHσMUKa u aaml:'.Mamu略eClme .Memodu， '1'OM 1， BIJO. 2， 1965， CTp. 303-306， カずある。な
お，部門連関Jミランスにかんする国際学術討論舎がすもに三回開かれている。 (1) ρ ンガリア科
学アカデミー主催「杭計予の諸問題にかんする学術会誌第I分科会」プダベスト， 1961年6月。
報告書は恥tut-Outt叫 Tables，Their C01tゅilatωna叫 Use，Budapest， Akademiai Ki.ado， 
1962. (2) 東独ゴスプラ γ附属経済研究所主催「最適計画化と部門連関パラソスの諸問題にかん
する間際学術セミナー」ベレリン， 1965年4月。記晶ま .9KOHO刷四 U MameMamU'18CKue 
.Memo品(， TOM 1， BhlII. 5. 1965; Pla明unf{und Leit附'tgder Volkswirtschajt， H. 11. 12， 13， 
Berlin， 19時
4) E争lIMOB.Beptll'， maM J/ce， CTt. 116-117 
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このように195日年代後半から経済分析と計画化における連関パラソスの役割

がきわめて重要視されてきた要因としては，次の二つが考えられる。

第一の要因は，戦後社会主義経済の発展にともなし九生産構造の高度化と複

雑化がいちじるしい段階に達したため，各種の生産物の生産と消費聞のきわめ

て複雑な連関と釣合いを正しく計画化する課題が生じ，これを解決しうる新し

い分析方法が要求されはじめたことである。しかし伝統的な国民経済パヲ Y凡

は，国民経済の基本的大部門の断面で構成され，再生産過程の一般的な特徴，

基本的な釣合いを示すが，諸部門の生産的連関を具体的に明らかにすることは

できない。個別物材パランスも個々の生産物の生産，配分の量的関係巷示fこ

とはできるが，そこに反映される生産物は重要生産物に限られており，社会的

生産物の全面を包括することはできない。こうした両者の弱点を補しV 再生産

過程の基木的諸要素を反映するとともに，個々の生産物の生産，配分の具体的

な連闘を表示しうる新しいパランス方決として，連関パヲ yスの利用が提起さ

れたのである九

第二の要因は， 1957年頃より社会主義の経済管理制度の改革の開始につれ，

国民経済の効率的合理的運営が強調されるとともに，生産力の合理的配置，投

資の効率化，諸資源の最適配分の課題が重視され，これを解決する手段として

経済学と計画化における数学利用の潮流がつよまったことである九 連関バラ

ン凡の数学的表現 i最終生産物」あるいは「有効需要」を出発点とする社会

的総生産物の代数的計算は，経済学と計画化における数学利用の一典型とされ，

さらに連関パランスモデルと数理計画法の結合による社会的生産の最適構造の

決定方法の研究が行われている現状である。

したがって現在，連関バラ γスの理論的評価をあたえ，経済学と計画化にお

ける連関パラ Yスの意義と限度を解明することが重要な課題となっているが，

5) T仏 M :J/CB， CTp. 7-8. 

6) 経揖学と計画化における数字利用問題の経過については，望月喜市，ソヴェト経済学における

数学利用，木原正雄・大崎平八郎編「社会主義経済学の生成と尭展」昭和40年，野村且樹』 ソヴ
エト数理極荷学とヲシリ・不ムチノァ， r数理科宇JNo. 12， 1966，に詐しし、。
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そのばあい次の二つの問題が設定されなければならない。

第ーの問題は，連関パランスが社会主義的再生産の構造をし、かに反映しうる

かを明らかにし，連関パヲ Yスとマノレグス再生産論の関連をさぐることである。

再生産の前提であり成果であるのは社会的生産物であるから，連関パランスが

社会的総生産物の構成諸要素とその循環の諸局面をいかに反映するか，社会的

総生産物の運動のいかなる側面を表示するかが明らかにされなければならない。

この問題の解明のためには，連関パヲユノスと国民経済パラ Yスとの対比が必要

となろう。

第二の問題は，連関パヲンスの数理的側l圃←一一連関パラ Yスの数学的構成，

直接支出係数と総支出係数 i最終生産物」にもとづく社会的総生産物の決定

方法など一ーについて，そーの経済学的意味を明らかにし，連関ハヲンスの経済

学と計画化への導入について，その意義と限度をさぐることである。経済学へ

の数学利用において数理形式主義におちいらぬためには，つねにその適用条件，

根拠，その客観的経済学的意味の厳密な吟味がなきれねばならなしL

本稿では，連関パラ Yスの評価，その意義と限度の確定のための第一段階と

して，上記の第ーの問題をとりあげ，その基本的問題点を検討したい。

I 部門連関バランスの基本構成

まず連関ノミランスの基本構成を，ツ連中央統計局作成の 11959年ソ連国民経

済における社会的生産物の生産・配分の部門連関報告パヲ Yス」にそ〈して示

す九連関パラ yスには，生産物の測定単位のちがいによって価額表示(あるい

は価値表示)のパラ Yス(第1表)と現物表示のバラ Yス(第2表)の二種がある

が，ここでは価額表示のパランスをとりあげる。

連関バラ Yスは，縦横「ごばんじま」の行列形式よりなり，横行は物的生産

諸部門の生産物の他部門への配分構成を表示し，縦列は，諸部門生産物の生産

7) 1959年報告バラ γスの理論的内容と作成上の方法的諸問題は， 次のものに総括されている。
M. P 日量，D;eJ[1]直aH.MeJ/CompacJle6oiJ， 6aJlaHC 06耶 C刷 cn1l0Z0npodYKma. 1966 
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1959年ソ連国民経済における生産物の生産と配分の部門連関報告バランス

〔価額表示1 (簡略表〕

第E象限第 I象限

物的支出
1製鉄用原料
2 蝕
3-74 
75建設業
76-78農業
.79-85 

"需品副釘
87減価償却
88物的支出合計
(胡町償却ふくむ)
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第2表重要生産物の生産と配分の部門連関パラ Yス〔現物表示1(簡略表)

生
産
物
の
名
称

棚|生|輸|他

定

単

位 ;1ji lflUJi 産|入|入

鉱石， ~ 
(鉄マソガγ) [ ， 
銑鉄[" 

鋼鉄 I" 

鍛鉄|ク

に要した物的支出の構成と新たに創出された価値部分を表示する。

パラνスはその経済的内容から， 同つの象限(区剖)に灰分きれ， その各々

が社会主義的拡大再生産の個々の側面を特徴づける。第 I象限は，社会的生産

物の生産的消費への配分，物的生産の全部門の問の生産的連闘を反映する。物

的生産部門は， 1959年パラ Vスでは83部門に分類され，第 I象限の表側と表頭

に同順序に表示される。第E象限は，国民所得の物的構成，国民所得の消費と

蓄積への利用，第E象限は，国民所得の価値構成，純生産物の基本的要素，第

N象限は，国民所得の再分配の若干の要素←ー不生産的部門の労働者の賃金，

不生産施設・組織の所得←ーを表示する。したがって，このようなパラ Yスの

構成によって，年間の社会的総生産物の循環の物的構成と価値構成についての

詳細な特徴づけが可能であり，国民経済の全部門聞の複雑な相互連闘を深く研

究する可能性が生れるめとされている。

8) 日嗣四四回“OrthlTCOCT"aB1I6盟国 OTQe四 oroM聞 OTpa凹曲目oO回国ca ITtOsSBO;n;c四a" 

pacnpe，n;師@田'J'[npoAY岡田 BHapOP;HOM X08.1l量CT即日口口p". Becml/.u/C cmamucmu叫. No 
7， 1961， CTJl. 11-14; maM JfCe， MeJ!CompaC/l86oit 6aI!UHC， CTp守 80-82
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E 部門連関バランスにおける社会的総生産物の

構成と循環の表示

(353) 49 

以上概略を示した連関バヲ〉ノス(価額表示)は，社会主義的再生産における社

会的総生産物の構成と循環をどのように反映し，再生産過程のし、かなる側面を

表示するであろうか。この問題の検討を通じて，はじめて連関パラン月とマル

ク旦再生産論との関連を明らかにすることができる。

(i) 社会的総生産物の構成と循環

あらかじめ，社会主義的再生産における社会的総生産物の構成と循環を概括

すれば，次のようになる。

社会的総生産物は，価値構成の面から三つの部分に分割されるヘ (1) 生産

において消費された生産手段を補填する部分(の。 この部分は過去の労働の支

出，移転価値をあらわす。 (2) 必要生産物あるいは自分のための生産物(v)。

この部分は労働によっで新たに創出された価値(純生産物)のうち，支払賃金に

対応する部分であり，物的生産部門の労働者の個人的需要を充足するために直

接あてられる部分である。(3) 剰余生産物あるいは社会のための生産物(叫。こ

の部分は労働によって創出された価値(純生産物)のうち，必要生産物をこえる

部分であり，社会の集団的需要の充足に向けられる部分である。のおよび ιが

社会主義十での国民所得を形成する。社会的総生産物はまた，物的構成の面か

ら，生産手段と消費資料に大別され，さらに各々が種々の使用価値の相違から，

異なる生産物グループに細分される。

社会的総生産物のこのような価値構成，物的構成の規定は，社会的総生産物

の循環の第一局面，生産局面における規定である ω 社会的総生産物のうち生産

的に消費された生産手段の補填部分〈のは流通過程において貨幣形態に転態し

たのち，補填フォンドとしてふたたび次期の生産手段の購入に支出される。社

会的総生産物のうち国民所得 (v十叫)は，生産局面ののち，次の諸局面を循環

9) .H. A. Epospo孔 06l1jecmf/e四叫 np"司y"Kmu. ezo cmpy1Cmypa npu c叫 'W.J2U3Me.1958 
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する問。〔分配局面〕生産された国民所得は，貨幣形態に転態したのち，物的生

産部門の， (1) 固有企業の労働者の賃金およびコルホーズ員の労働支払， (2) 

国有企業およびコルホーズの純所得， (3) 住民の副業による純所得，として分

配される。第一次分配による本源的所得の形成である。(再分配局面〕本源的

所得の一部は，租税，サービス支払その他の手段により複雑な経過をへて再分

配され，諸企業，諸施設，住民の最終所得が形成される。非生産的部門の施設

の所得，労働者の賃金はすべて再分配による派生的所得である。(支出，利用

局面〕形成された最終所得は，消費フォ Y ドおよび蓄積フォジドとして利用，

支出され，国民所得の種々の物的形態の購入にあてられ高。

(ii) 部門連関パラ γスにおける社会的総生産物の構成と循環の表示

社会的総生産物の構成は，部門連関パラ〉ノスにおいて次のように表示されて

いる。

まず社会的総生産物の価値構成は.パヲンスの縦列(第I・皿象限)に表示さ

れる。縦列において，第 I象限に属する項は，生産的に消費された生産手段の移

転価値部分をあらわし，第皿象限に属する項は，社会的総生産物より移転価値

部分をのぞいた新たに創出された価値部分，国民所得を表示している。国民所

得はその基本的要素，必要生産物(のと剰余生産物加)に区別される。社会的

総生産物の物的構成は，パラ Yλの横行(第 1' n象限〕に反映される。パラ Y月

の表側には物的生産部門が生産物・技術過程・支出構造の同種性にもとづいτ

S3部門に区分されて表示されているため，パラ γスの各横行において，生産物の

素材的物的な部門構成が表示されている。横行において第 I象限に属する項は，

生産的に消費された生産手段の補填部分をあらわし，第E象限に属する項は，

社会的総生産物より生産手段の補填部分をのぞいた部分，純生産物の物的形態

とその部門構成を表示してし、る。 1• n部門の区分は直接には表示されていな

いが，各部門の生産物の用途別配分ー一生産手段在しての配分(補填，蓄積)と

10) M. B. EOlIT国OB.H叫 UOIUlAfdlutt δoxod，1959 :コツ tオレグ パリツェフ豊川・井よ訳
「マルタス レーニγ主義国民所帯論」昭和田年l 山田喜志夫，再生産と国民所得の循環， r菌
学院大学政経論叢」第11巻第4号，昭和田年 5月，審問。
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消費資料としての配分(個人的消費，社会的消費)一一}壱区別， 合計することに

よって，生産物を各部門ごとにそれぞれ生産手段と消費資料に大別することが

できる。したがって，連関パランスは，社会的総生産物の構成を，第 I象限

生産手段の補f良部分の物的構成と価値構成，第E象限ー国民所得の物的構成，

第E象限 国民所得の価値構成として反映しているといえる。

つぎに，社会的総生産物の循環が，連関パランスにおいてt"のlように表示

されているか号明ιかにするの
[第 I象限〕 生産された生産手段のうち補填部分は，社会主義経済におい

ても商品形態町をとり，いちど貨幣形態に転態したのち，ふたたび商品形態の

次期の必要生産手段に支出される(商品一一貨幣 商品)。したがって生産手段

の補填過程は，貨幣的契機によって媒介されているが，この貨幣的契機はバラ

ンスには反映されない。第 I象限の一こまは，補填前の生産手段と補填後の生

産手段を，同時に二重表示している。第 I象限に示された生産手段の補填部分

は，労働対象の補墳のみであれ労働手段の移転価値部分は減価償却として，

第 I象限の下方に示されている。

〔第E象限] 第皿象限は，さきに記したように，生産された国民所得の価

値構成 (v，m)を各部門別に反映しているが， この象限は同時にこれら国民所

得の基本的要素(り，叫を， 第一次分配をへたのもの本源的所得の具体的分配

形態として表不している。第1表のバランス表側において I賃金JI他の貨

幣的支払JIコノレホース:員の労働支払JI住民の純所得」は U の分配諸形態で

あり，国民所得の U部分が分配局面(第一次分配)において貨幣形態をとり，物

的生産諸部門の労働者，コルホーズ員の本源的所得として分配されたことを示

している。 I社会保険への加算金Jr固有企業利潤Jr取引税JI純所得の他

の要素Jrコノレホーズ，協組の純所得」は，附の分配諸形態であり，国民所得

の刑部分が分配局面において貨幣形態をとり，社会の純所得の種々の形態を形

11) 工場内あるいは"'レホーズ内で消費される生産手段は商品形態をとらないが，とれは連関バラ
γス(中央統計局方式)の総生産物には計上されない。
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成したことを示している。

第E象限は， このように第一次分配によってえられた本源的所得。j 刑)の

諸形態一一物的生産部門における労働者・コルホース員の所得および企業，コ

ノレホーズの純所得の各形態ーーを表示している。したがって第E象限は，国民

所得の循環諸局面における分配局面を反映しているといえよう。国民所得は生

産局面においては物的形態(物的構成)と価値形態(価値構成) との三つの側面

をもつが，分配局面においては，貨幣形態のみをとり，貨幣の運動としで表示

される向。

第田象限に表示された国民所得の分配局面(第一次分配)における本源的所得

の諸形態はその後再分配局面において複雑な経路を通じて再分配され，最終所

得を形成する。最終所得は，国民所得の利用，支出局面において消費，蓄積7

オンドとして利用，支出される o

〔第H象限〕 第E象限は，さきに記したように生産された国民所得の物的

構成を各部門別に表示してし、るが，己の国民所得の物的諸要素は，国民所得。J

利用形態である消費フォントコ蓄積フォンドの支出刻象として表示されている o

第l表のノミラ γス表頭において， I住民の消費jは，物的生産部門の労働者，

コルホーズ員の本源的所得の大部分と V，附より再分配をうけた非生産的司l

門の労働者，勤務員の派生的所得の合計よりなる，住民の最終所得の個人的消

費フォ Y ドkしての利用を示しているG 個人的消費プォソドは，生産された国

民所得中の種々の消費資料の購入に支問きれる。「社会的消費」は，V，酬の再

分配の結果形成された社会的消費フォンドの利用壱示している。社会的消費フ

ォyドは，諸種の目的のため，諸施設の固定フォ γ ドの建設をのぞく経常的必

要をまかなう種々の消費資料の購入に支出される。「蓄積」は，醐のうち企業，

コルホーズの純所得として留保される利潤と再分配の結果えられる資金の合計

よりなる蓄積フォンドの利用を示している。蓄積フォ γ ドは， (1) 生産的，非

生産的部門の固定フォンドの蓄積として労働手段および諸施設の基本建設に支

12) 山田喜志夫，前掲論士。
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出され. (2) 流動フォ y ド，在庫，予備の蓄積として労働対象，消費資料など % 

の物的諸要素の在庫形成に支出される。 I磨耗固定プォ yドの補填と大修理」

は，第 I象限の下の横行に示古れた減価償却フォ y ド(貨幣補填〕の利用による，

磨耗した労働手段の現物補填と大修理への支出を示している。

第E象限は，このように生産された国民所得の物的諸要素 生産手段と消費

資料の諸形態号表示すると同時に，それらに対して分配および再分配の局面を

へた国民所得が消費フォンド，蓄積フォンドとして支出される過程を表示して

いる。つまり第E象限は国民所得の貨幣形態における再分配の結果形成された

消費フォンド，蓄積フォ Y ドの最終利用，その国民所得の物的諸要素への支出

骨反映している。したがって，第H象限は国民所得の最終利用，支出の局面を

反映し-n、るといえよう。

[第百象限〕 これまで検討してきた中央統計局=エイジヱリマγ方式によ

るパラ γスでは，第N象限において，再分西日過程の諸要素として非生産的部門

の住民(労働者，勤務員〉の賃金，および企業，施設の所得が表示されるとして

いる叫。第1表の簡略表であz第 3表によって第W象限の再分配過程を示せば，

「社会的消費|と「賃金」の交点に 第3喪中央統計局方式による

ザ. I社会的消費」と「純所得」の 再分配過程の表示

突点に四'が表示される。がは非生

産的部門の労働者，勤務員の賃金，

M は同じく企業， 施設の所得を意

味している。しかLこうした表示方

法では，非生産的部門の賃金，所得

のみをいわば付随的に示しうるのみ

であって，とても再分配の全過程を 「日司
反映することはできない。これは明 住)減価償却の表示は省略。

計

13) 羽田町田H，OIIhlT， CTp. 13 また MeJICompaC/lenoti6a.l/.aHcのCTp.81，では「第N象限
には生産的部門の聞の再分~2の個々の要素が反映されるj とのみあるが これも上正同じ意味と
考えられる。
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らかに中央統計局=エイジェリマY方式の難点である。

これに対して，ェフィモフとベノレリは， ゴコミプラ y附属経済研究所での検討

にもとついて，次のような再分配過程の表示方式壱提唱している。 (1) 第N象

限において，再分配後の最終所得が個人的，社会的消費と蓄積lこし、かに利用さ

れるか壱表示するため，最終所得の個人的消費への利用を示す「労働者，勤務

員の所得J. 企業の所得の蓄積， 社会的消費への利用を示す「国有企業の純所

得J. 蓄積と社会的消費に利用される「集中された所得」などの横行を表示す
る。 (2) バランスに「再分配差額Jの列を追加し，第E象阪の横行の計とそれ

に対応する「再分配差額」のど頁との平日が，最終所得をあらわすようにする。

(3) 第町象限の数字にそれぞれマイナλの記号をつけ，第m.町象限の行の合
計，第n.N象限の列の合計がそれぞれゼロになるようにする叫。
エフィモフとベノレリの方式は， これ以上詳細な説明はないのでかならずしも

明確ではないが，ほ13'第4表のように表示されうるであろう。第4表Icおいて，

第四象限の v1......v"は生産的部門の労働者の本源的所得r. 拙 1 間 a は生

産的部門の企業の本源的 第4表エアィモフ，ベノレリ方式による

再分配過程の表示
所得をあIらわす。新たに

設けられた「再分配差額J

の列は，叫耐の本源的所

得のうち再分配過程に入

りこみ，種々の受取と支

払の差引額として形成さ

れる再分配差額壱示して

いる。 U は生産的，非生

産的部門の労働者，勤務

員の受取超過(+).聞は国

有企業の支払超過(-). g 

f時間官官ぺ菩|合
.2. 刈 4社会酎積 計

物的 1 n， '"恥 81 51 a1 W， 

生
2 

産

博一
，.由・ a叩 W. '.， Cπn 

" '. 1 ' 1-" 
富有企業の純青 m， 州孟| 川m" 。
集中された純所
得 g 1 ._I-g， I-g" 。
1r 計[W， w，[o[o[o O[ 
注目簡単化のためl コルホーズなどの形態は省略。

2)輸出入!減価償却の表示も害時.

14) E!tI:lM:OB， Beppl:l. ma.M Jlce， CTp. 25-26， 106-107 
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は国庫に集中された純所得(引をあらわす。 げは生産的，不生産的部門の労働者，

勤務員の再分配後の最終所得であり，同時にこれが個人的消費アォンド骨形成

するが，この個人的消費フォ y ドの利用，諸種の消費資料への支出は，第E象

限に示される。附'十刑"は国有企業の再分配後の最終所得であり，同時にこれ

が，社会的消費フォンドと蓄積フォンドに分割されることを示している g'+

g"f.i再分配の結果「国庫に集中された純所得」であれ国家予講を通じて社会

的消費フォν下と蓄積フォジドを形成する。企業の最終所得のうち社会的消費

フォンドにあてられる部分と，集中された純所得のうち社会的消費フォ γ ドに

あてられる部分の合計が，社会の社会的消費フォンド総額をあらわし，その物

的諸要素への支出が，第E象限に示されるロ蓄積フォ Y ドについても同様のこ

土古川、える o 上記の第E・m.1V象限の関係は，次の等式としてあらわすこと
ができる。

ψ
 一一
-u +
 
u
 

a
2日

8
 
"2h 
一↑
U
 

L:例j十附=間F十例" 間'+g'=，::E s~

g=g'十g" 附句」sa4
したがってこのように規定された第N象限は，貨幣形態における国民所得の

再分配局面を反映する，といってよいであろう。その再分配局面の反映の仕方に

は，次のような特徴がある。 (1) 第N象限は，社会の本源的所得の再分配の結

果，住民，企業，国家などにどれだけの再分配差額←ー受取超過，支払超過ーーが

生じ，どれだけの最終所得が形成されるかを表示する。 (2) 最終所得がし、かに

個人的，社会的消費フォンド，蓄積アオゾドへ支山・利用されるかを表示する。

(3) しかし再分配の経路を示すことはできない。示しうるのは再分配の最終結

果のみである。ただ国属に集中された純所得という形で，再分配経路の一部の

みが表示される。結局， (ののような限界はあるが，第N象限は，再分配局面を

その結果の断面から反映するというこ土ができょう。

第N象限の表示によって，連関ノミラγスにおける社会的総生産物の循環の反
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映は完結する。すなわち，第 I象限:生産手段(労働対象)の生産と補填の過程。

第皿象限ー国民所得の分配局面。本源的所得の形成。第町象限 国民所得の再

分配局面。再分配の結果の最終所得の形成とその個人的，社会的消費フォンド

への利用。第E象限 国民所得の支出，利用局面。国民所得の消費，蓄積フォ

ンドの支出，利用による国民所得の物的諸要素の消費と蓄積。なお労働手段の
5置.

貨幣補填と現物補填は，中央統計局方式では第I象限の下の横行と第E象限の

縦列に示されているU

ιn.によって，連関パヲ Y スが社会的総生産物の構成と循環をEのように反
映しているか，が明らかにされたが，これを総括的に表示すると，次のように

なる(第 5.6表)。連関バラ γスは，社会的総生産物の構成左循環を同時に反映

し，したがって第5表と第6表を同時に二重に表示しているのである町。

第5表パランλにおける
社会的総生産物の構成の反政

第6表パラシスにおける
社会的総生産物の循環の反映

物の得所
成
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補

産

と

-
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産

程

m I N 
国民所得の価

値構成

m I N 

国民所得の分|国民所得の再
青空局面 !分毘局面

E 部門連関バランスと再生産衰式

つぎに連関パラ yスと再生産表式との関連を検討する。

まず資本主義の拡犬再生産表式を示せば，

1 (;1+町+刑μ+附 1旬+例u=W1

II C2+V2十隅2e+ ms，，+仰 ~k= W~ 
)
 
l
 
(
 

であるが，いうまでもなく上式は両部門の生産物の価値構成と素材的物的構成

をあらわしている o 両部門の再生産の条件

15) 労働手段の磨耗と捕慣m表示=固定フォソドの回転の表示の問題は，別の機会に検討する。
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v， +問日+m1Tt:=C2十m" (2) 

がみたされるならば，両部門生産物聞の価値・素材補填が円滑に進行し，両部

門生産物の価値・素材補墳の完了とその消費，蓄積への利用を示す

1 Cl+CZ+刑，.+問2~= W! 

II Vl +V3+岬tv+岬，，+刑，，+削，.ニW，
(3) 

が成立する。

いま，拡大再生産表式を J ヲY ス的形式で哀示すると，第7表になる問。第

7表において，両部門の横行は生産物の配分構成すなわち生産物の補填と消費，

蓄積への配分を示L，縦列は生産物の価値構成を示している。じかしながら，

第7表拡大再生産表式のパラシス的表示

|生産手段の補担| 不生産酌梢費 | 苓 積 |司

|一市市「÷十ιJ竺旦判賢本ヤ「巾碍齢阿i珂可暗叩吋蛮拙吋酔制i引
第如I部鮒門 C白 β迫 l 例町m"臼c叫 |川W，
第制E部門 句+竹v，五戸瓦 1"例町"
賀金 U仇町

利潤 m， 例

計 W1 I W2 I 

拡大再生産表式のバランス的表示は，たんに表示形式を変えたというだ付のも

のではない。再生産表式と同じ抽象的限定とカテゴリーの内容争保ちながら，

形式の変更によって，元の再生産表式よりある点において新たな特徴壱帯びる

のである。ノミラ Yス的表示における特徴は次の点にあると考えられる。第ーは，

パラソス的表示が本質的に均衡を前提していることである。明らかなように第

7表の両部門の横行は元の表式の(3)をあらわしているが.(3)は再生産の条件(2)

の成立を前提にし，価値・素材補填の完了後の両部門生産物の補填，消費およ

び蓄積への利用を示す式である。したがって第7表における社会的総生産物の

酒己分構成は，両部門聞の再生産の条件(均禽条件)町の絶対的充足を前提してお

16) 山田喜志夫.再生産と産業連関表.r土地制度史学」第24号，昭和:'1g年7月， 27ページ，書照。
17) 再生産の条件は同時に再生産の法則でもあるが，ここでは均衡条件としてのー圃のみをとりあ
げる。
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り，均衡の下での価値・素材補填の円滑な進行の結果としての社会的総生産物

の最終利用を示している。第二は，バラ Yス的表示形式が直接には社会的総生

産物の構成を示しながら，同時に国民所得の分配と最終利用をも反映しうるこ

とである。元の再生産表式においては，社会的総生産物の価値・素材構成(1)お

よび価値・素材補填の結果(3)が異なる独立の式とし1示され，この聞を媒介す

る貨幣形態は表式には反映され7よし叶九バヲンλ 的表示においては，社会的総

生産物の補填前の価値構成(縦列)と補填の結果としての配分構成〈横列)が同

ーの表に示されるため，己の両者を媒介する貨幣的契機が表式に反映されるこ

とになる o すなわち，縦列における町，'02， ml 叫は直接にはその価値的比率

に照応した生産物の諸部分を表示するが，同時に，第一次分配による貨幣形態

の賃金，利潤土しての本源的所得号表示しうる。したがってここでは国民所得

の分配局面が表示されている。 この本源的所得のうち" 賃金は労働者的消費

町+叫に，利潤は資本家的消費削，，+附肢と蓄積基金問，+削，，，問"+町，に

分割され，横行において対応する両部門の国民所得の物的諸要素に支出，消費

される。ここでも直接には配分された生産物の諸要素が表示されているが，同

時にこれらに対する貨幣形態の所得の支出も間接的に表示しうると考えられる。

したがってここでは，国民所得の支出，消費の局面が表示されてし、る。再生産

表式の抽象的限定により，再分配局面は本来存在しない。

つぎに，いまの資本主義の再生産表式のパラ Yス的表示と連関パラ Y月とを

対比させ，後者の特徴を明らかにしよう。第一に，いうまでもなく町制など

諸カテゴリーの経済的内容が根本的に異なっていることであるが，この点は社

会主義再生産論にゆだね，これ以上たちいらない問。第二に，第 l象限におけ

る物的生産部門の多部門分割である。多部門分割により生産的消費の部門連闘

が表示され，社会的総生産物の構成と循環が部門断面で詳細に反映されうるの

は，連関/ミラ yスの大きな意義であるといえよう。第三に，本源的所得の具体

18) 社会主義再生産論については，たとえば， .H. A. KpOBpU凡 Donpocbt co刷叫叩~U'leCflQ&O

{jacnpo向。oiJcmca，1958; maM :J/Ce， 3m印刷即刷局a"ec1Coil al>OHO.M叫印刷G/ZU3MG，1966，参
問。
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的諸形態の表示である。連関バヲYスでも再生産表式のノミラ γス的表示と同様，

国民所得の価値諸要素は同時に本源的所得の諸形態をあらわし，諸部門におけ

る第一次分配局面を詳細に表示する。第四に，連関バランスでは，国民所得の

利用の社会主義的形態が表示されている o さきのバランス的表示とは異なり，

本源的所得はそのまま消費，蓄積に分割されるのではなし複雑な再分配局面

ののち最終所得を形成し，最終所得が諸フォ y ドとして諸部門の物的諸要素の

利用に支出される。第丘に，抽象的限定の下に再分配局面を全く捨象するさき

のパヲ Y月的表示とは異なり，連関/ごランスでは再分配局面を一定の限界内に

おいて反映する。その限界は，再分配経路の区分なしに再分配結果のみが表示

されることである。他方，さきのノミラ Yス的表示においてみられた本質的に均

衡論的な性格は連関ベラソススにもつらぬかれており，この均衡論的性格は，

パラ γスを用いる経済分析や計画化に一定の限界をもたらすであろう。

再生産表式と連関パランスの関連は，前者のハラ Yス的表示の媒介によって

明ιかであるが，これを総括するに，連関パラ Yスは，第一に，再生産表式の

社会主義経済の現実への適用であり，第二に，その具体化，展開であり，社会

的総生産物の構成と循環の現実をいっそう具体的に反映しうるものであるが，

他方，均衡論的な性格，構成を本質的にもっているもの，といえよう。

N 音~門連関パランスと国民経済バランス

「社会主義的再生産の塞本的カテゴリーを反映する統計指標体系」聞として，

社会主義経済の経済計画作成の基本的用具として重要な役割をはたしてきた国

民経済パラソスは，社会的総生産物の再生産過程の基本的指標をすべて包括し

ており，社会的総生産物の生産局面，国民所得の第一次分配と本源的所得の形成，

再分配と派生的所得の形成，国民所得の最終利用，国富と労働資源の分配と増

大一一これらすべてを反映してし、るとされるへ したがって連関ハラYスと国

民経済ノミラ Yスを対比し，前者の特徴を明らかにするのが，次の課題である。

1，9) B. A. C060JII:.， O'lep叫 no80npOCa.M 6a.llau印刷'P'δμoeox03Jll1cmoa， 1960， CTp 121 
20) Ta.M ~e， Cl'p. 122 
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1957年ソ連邦統計家会議で採択された現行国民経済ノミラ Yス体系は，次に示

す 7個の主要表と11個の補助表からなる問。

(1) 園児経済パヲンス総括表

(2) 国民経済の労働資源ノミヲ"'7-

(3) 社会的生産物の生産，消費および蓄積のパラソスニ総合物材ノミラγス

(4) 社会的生産物の分配

(的 国民経済における社会的生産物と国民所得の生産，分配および再分配パ

ラyス=財務パフ yス

(6) 社会的生産物の国民経済二大部門別再生産

(η 国民経済の固定フ庁 y ドパヲンス

以上の主要表のうち総括表は各表の総括的表示であり，社会的生産物を表示

対象とする表のうち基木的なものは総合物材バランス(第8表)と財務バヲ Y

ス(第9表)であるから，両者と連関パヲソス各象限の表示形式を対比しよう。

(1)総合物材パラ Yスと連関パヲンス 総合物材パヲンスは第8表lごみるご

とく，源泉部分と配分部分よりなり，源泉は各部門の生産物の牛摩局面弘田分

は各部門の生産的支出の補填と生産物の最終利用の局面をあらわしている。し

かも表頭の物的支出欄は，さらに部門別，社会形態別の細区分をふ〈み，表側の

部門区分と対応してここに生産的連関の「ごばんじま」を表示するから，総合物

材パラγ スと連関パラソスの第 1• n象限は基本的.に同じ内容 生産物の生

産局面と最終利用局面を反映することになる。しかし， (イ) 総合物材パラプス

の物的支出欄に示される「ごばんじまJ=生産的連関の表示は生産部門の大分類

を表側，表頭とする目の粗いものであるが，連関ノミランスの第I象限は， 83部

門区分よりなる詳細な生産的連闘を示している。(吋 生産物の最終利用におい

ても，連関パヲ γλは最終利用の部門構成をいっそう詳細に表F するが，他方，

総合物材バランスは，消費，蓄積の社会形態別区分壱行つれ、る。

(2) 財務パヲンスと連関ノミラ Y7， 財務パランスは第9表の表頭にみる ζ と

21) Ta.JJ J/CC， CTp. 119-225 
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第8表社会的生産物の生産，消費，蓄積パランス〔総合物材パヲンス)(簡略表〉

l 分

全

配

分

A 生産手段

工業，農業林業

建設業，通信業

B 捕費資料

十仁業農業

建設業j 社会的給養

全国民桂情

工業，農業，林業

建設業，通信業

社会的給養

注1)流通過程での価値の増大のうちわけは』①運輸，喧商業，調達，原材料供給である。
2)表頭の各項の大部分は，社会形態別の相区分をふ〈む。

第 9表社会的生産物と国民所得の生産，分配，再分配パヲYス
財務バランユ) (簡略表)

iA 物的生産部門の企業
I 社会形態別

E 部門別

B 非生産的施設p 機関

1 文化厚生サービス

2学情

3 一般行政J 防南

C 住民

九〉労働者勤務員

b)農 民

国民経揖総計

注〕外部的源泉からの畳^は省略。

常時期F得i再分配|鶴舞鶴嬬

知識il;日
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く，社会的総生産物の循環の全局面，すなわち，消費された生産手段の価値移

転と補填，国民所得の第一次分配，再分配，最終利用の諸局面壱ふくむ。その

うち最も重要な役割合もつのは再分配局面であ IJ.物的生産部門の本源的所得

が国家予算，保険制度，信用制度，サ ピス支払，非生産的部門の賃金，年金

類，債務などの複雑な再分配経路をへて再分配され最終所得を形成す畠過程を

詳細に表示している o 表側においては.A 物的生産諸部門の企業. B 非生

産的施設，機関 c 住民が区分され，これι諸領域聞における国民所得の分
配，再分配，最終利用の諸局面が表示されている町。連関バランスにおける第

m. N. n象限は，財務ノミランスにおける国民所得の循環の上の三局面にほぼ
対応しているといってよし、町。 しかし.(イ) 連関パラ Yスにおいては再分配経

路と非生産的部門，住民の派生的所得の表示は全くなし再分配結果としての

最終所得が住民，企業，国家としづ基本的区分についてのみ表示される。連関

パラ Y スにおける再分配局面の表示は，再分配経路が欠如しているため不完全

であり，最終所得の表示においても財務パヲ Yスの簡約形態であるといえよう。

(ロ) 連関パヲ Y スは逆に，表側における詳細な部門分割によって本源的所得と

最終所得の利用との部門構成を示すことができるが，この点は財務/ミヲ Y スの

部門別表示のいっそうの具体化である。他方，連関パヲ Yスには財務ノミヲンス

の表側におけるような生産的企業の社会形態別の区分がない。

したがって連関パヲ Y旦は，第 1• n象限において，総合物材ノミランスにお

ける生産物の生産と最終利用(配分)の表示に対応し，第m.N象限において，
財務パラ γスにおける国民所得の分配，再分配の表示に対応する。また第E象

限は，財務パラ Yスにおける国民所得の最終利用にも対応する。そして連関ノミ

ラYスは詳細な部門分類によって社会的総生産物と国民所得の構成，循環の部

門構成をより具体的に表示することができ，との点で国民経済ノミラ Y;えの具体

化，展開とし、う意義をもつが，他方，社会形態の表示の欠如，再分回局面の表

示の不完全Eいう大きな限界をよぎなくされているのである。

22) 日0601II.， maM .1/CP.;およびz 野村良樹 同民経済計草の方法論の比較.r経常研究l第77'78 
79号，昭和40年 6月， 195ベージ，事照。
:23) 乙のばあい，第W象限として=フィ毛フとベルリの表示形式巷採用する(第4蓑)0
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むすび

以上の結論をま土め.残害れた問題を示すことによって，むすびに代えたい。

第一。部門連関パラソスは社会主義における社会的総生産物の価値・物的構

成壱表示すると同時に，社会的総生産物と国民所得の循環の諸局面をも表示し

うる。したがって部門連関バランスは，社会主義的再生産の基本的諸要素を反

映しうるパヲ γス表であるといえよう。この意味で部門連関バランスは再生産

表式の社会主義への一つの適用形態であり，具体化，展開である。

第二。経済分析と計画化における部門連関パラ Yスの意義と限度壱全体的に

明らかにするには，さらにすすんでまえがきにのベた第二の問題の検討が必要

であるが，いまこの段階においても，部門連関パヲ yスが社会主義的再生産を

いかに反映するかという面で，その意義と限度を示すことができる。その意義

は，やはり第 I象限表側，表頭の部門分割の多部門化によって生産的消費の部

門連関を詳細に表示しうること，また本源的所得，所得の最終利用一一諸フォ

γ ドの支出の部門構成壱詳細に表示しうるととである。その限度は，第一に，

均衡論的構成が本質的に前提されており，それ自身として不均衡，不釣合いを

表示しえない，第三に，社会形態が全〈表示されない，第三に，再分配局面の

妾示が不完全である，などの諸点である。したがってバラ Yス妾のみについて

評価すれほ，部門連関ノミデYλは伝統的なバラ γス方法に完全に代りうる新し

い方法ではありえず243， むしろ国民経済ノミラ yス体系の一環として位置づけら

れ，基本表の補助的役割をはたすものではないかと考えられる。

第三。部門連関パラソスにおける社会的総生産物の反映を明らかにする上で，

なお，固定フォンドの回転の表示の問題が残されている。すなわち固定フォ γ

ドの価値補填(減価償却)と現物補墳の表示， I最終生産物Jの概念と減価償却

の問題，固定フォ yドの存在と投資の部門連闘の表示などの問題の検討が，こ

ののち，必要である o

24) ネムチノフによる部門連関パヲソスの過大評価の問題点については!野津正徳1 静学的産業連
関論と再生産表式 (2)，r腫揖論叢」第四巻第4号昭和42年 4月，日ベージJ 毒摘。




